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Ⅰ ホルチン地方のシャマニズムの変容の実情 
 近年復活しているホルチン地方のシャマニズムの現象の中で、シャマンには現代的な変
容の姿が見られている。ここで、主に、シャマンを中心として生じている変容の様態を取
り上げて分析を行うことにする。 
 
１．「9 つの山（ダバ・ダバホ）」儀礼 
1950 代までは、ホルチン地方の新米シャマンの能力の強弱、つまり神格の強弱を決める
試験である「９つの山」、すなわち“ダバー・ダバホ”という儀礼が行なわれていた。「9
つの山」というのは、ホルチン地方のシャマンの能力を判断するための一番難しい、しか
も一番重要な試験であった。それは、一から通り始め、最後の 9 番目の山まで通れたシャ
マンの能力が一番高いと判断される。一つ目の山のレベルが一番低いもので、1 つ目の山
から 8 つ目の山までは、一般的に新シャマンが師匠のもとで行うが、ただこの「9 つ目の
大山」を通る儀式にあたっては、遠近の新米シャマンたちを集め、21 日間行われる。言わ
ば地方の祭りのようなものである。時期的には、夏の終わり目、秋の初めごろであった。
なぜこの時期かというと、モンゴル人にとって 5 種類の宝物の家畜（馬、羊、山羊、駱駝、
牛）が肥えて育ちが良いときだからである。「ホルチン地方のシャマンが 9 つの山を通るこ
とについて、描かれた絵を健在の李亮というシャマンが保存しているという報告がある」
［呼日楽沙・白翠英 1998：240］。1950 代までに、ホルチン地方では、骨の治療を専門と
したヤス・ベラチ（１）が一人前のシャマンとして活動するのに老シャマン、或いは名声が
高いシャマンを家に招き、そのもとで羊か山羊を屠って、先祖を祭って、喜ばせた。そし
て、自分が一人前のヤス・ベラチとして独立することを誓う加入儀礼が行われていた。加
入儀礼を行うことで資格を得、社会から認められる。もし、加入儀礼を行わないで、治療
を行うと社会から批判され、正式なシャマンと認められなかった。現在では、祖霊から治
療能力を受ける、或いは自分の意志でその神秘的な治療能力を得て、治療を行い始める。 
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（左側）ホンダン・シャマンのＰ氏、手にしているのは祭天儀礼のときに使われる宇宙
木である。（右側）「9 つの山」を通る儀礼に参加したことがある亡き祖父の銅鏡を身に巻
く若いシャマン。 
 
この 9 つの山を通るには、さまざまな要素が絡み合っている。a)この儀礼には、まず、
新米シャマンが弟子入り先の先輩シャマンの指導を受けること。その指導のもとで修行し
て、9 つの山を通る練習をする。新米シャマンの守護霊の能力は元来それほど強くないが、
修業することによってその能力を向上させることが可能である。また、シャマンの能力は
憑いている守護霊の神格の強弱にもよるものだと言われている。「神格にも地位の高低の分
け方がある」［郭淑雲 2001：648］。Ｐ氏は天を祭ることを主な職能とするホンダン・シ
ャマンであり、天の甥とみなされ、神格はもともとから強大である。このことについて、
Ｐ氏は、「十代のとき、まだ正式にシャマンになっていないのに、押し切り（２）の刃に裸足
で飛び上がって遊んでいた。普通の人には考えられないだろう。それはやはり守護霊の能
力の強さにある」と語った。b)次に、なぜ「9 つの山」、即ち儀礼の一つ一つを 9 回ずつ繰
り返しするのかというと、それは、モンゴル人の数についての信仰に関わっている。「ホル
ムスタには其部下の霊体が 9 つあったがチンギス・ハーンにも 9 人の将軍がいたし、また
その旗には 9 個の馬の頭飾が描かれていた」［バンザロフ 1971：16］。奇数の中で、9 は
一番上の数なので、当然一番重視されてきたわけである。9 の 9 倍、合わせて 81 という数
は最も重視されてきた。「9 の 9 倍の数の贈り物は昔から定められた慣例である。この 9 の
9 倍の数の贈り物は皇帝から地方の一般の役人にまで最高な贈り物である」［羅ト桑愨丹 
1981：281］。この 9 の 9 倍の数は敬意を表すのに最高の数であったことを示している。ま
た、「モンゴルのシャマニズムの信仰の中で、9 は限りなく大きい、最高という象徴的な意
味を持っている」［斯琴孟和 2000：185］。この信仰が今でもさまざまな面で受け継がれて
いる。例えば、1995 年の 8 月 18 日にホルチン地方で「招商引資」（３）することを主な目的
として開かれた「競馬会」のとき、各ホショー（４）からこの競馬会にお祝いの品を進呈さ
れた、ジャロード・ホショーの政府がジャロード・ホショーのその 30 万人の民衆を代表し
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て大会に 9 種類の土産を 9 個ずつ、合わせて 81 個を進呈した。シャマニズムの信仰体系に
おける奇数を重視する、しかも 9 を最も大事にする習俗が今の改革開放と市場経済の下で
も、生かされているといえよう。 
今日ではそれにかわって、シャマンの能力は治療能力の強弱によって決められるように
なっている。近年、ホルチン地方の一部の地方では「2 つ山」まで通る儀礼が復活してい
るが、人々が関心を寄せるのは、治療効果である。骨の治療を受ける患者から言うと、気
になるのは回復するにかかる時間、費用と後遺症が残るかどうかなどで、これも社会から
シャマンの治療に対する評価の基準となっている。 
 
２．先輩シャマンに弟子入りするシャマンと弟子入りしないシャマン 
一般的に、シャマンは亡くなると守護霊が、引き続き機能するため、その子孫のなかか
らシャマン職にもっともふさわしい人に憑く。これは世襲シャマンによく見られる現象で
ある。ヤス・ベラチは生きている間に次代のシャマンに教えていた例が昔からあったが、
それ以外のシャマンの場合、自分が亡くなると次代のシャマンに伝えるのがほとんどであ
った。シャマンになるには二種類の教育が必要であるとして「①エクスタシー的（夢、幻
想、トランス）な教育と②伝統的（シャマンの技術、精霊の名と機能、その部族の神話と
系譜、秘密の言語）な教育をあげている」［エリアーデ 1971：181］。新しいシャマンにな
るために、老シャマンに弟子入りするのが昔は普遍的だった｡師匠から、シャマニズムの儀
礼のプロセス、神話伝説を含んだ世界観、祭りにおける規則、祈祷文、踊り、病気治療の
技法などを学ぶ。そして、人を助け、苦しんでいる人々の苦しみを除去するシャマンとし
て、個人の品質、道徳、責任感、人格についても学ぶ。これらは、一人前のシャマンとし
て活動するのに必要な知識である。「師匠に弟子入りしてからシャマンになるのはホルチン
地方のシャマニズムの基本的な規則である」［胡日楽沙・白翠英 1998：244］。現代のホル
チン地方のシャマンの知識の伝承方式は、経験を積んだ先輩シャマンに弟子入りするのが
一般的な現象だが、自分で「独学」する、或いは夢で先祖シャマンから指示を受けた後シ
ャマンとして活動する現象も見られるようになっている。占いを行うことを専門としたウ
ジェーチは弟子入りしないことが多い。このように老シャマンに弟子入りしないでシャマ
ンとして活動している現象に対して、老シャマンは批判的な目で見ている。それを「偽シ
ャマン」だと考えている。シャマンのＰ氏が「わたしは、50 年前シャマンになるため、師
匠から知識を習っていたところ、師匠に将来シャマンが土のように多く現れるが、それを
全部信じて自分の魂を騙されるなと言われた」と語った。 
一方では、1950 代までは、ホルチン地方では“バーライ・ボー”、或いは“バーラ・ボ
ー”と呼ばれるシャマンがいた。この“バーライ”或いは“バーラ”というのは中国語の
“半”（ban）という単語からきている。その「半」という単語をモンゴル語の発音と合わ
せて“バーライ”という混合詞になって、「不十分」、「欠ける」、「完全ではない」、「半分」
という意味をもっている。そして、ホルチン地方のこの“バーライ・ボー”というのは、
先輩シャマンに弟子入りはしたが、知識をあまり習わなかったシャマンが人々に“バーラ
イ・ボー」と呼ばれる。また、昔はシャマンになるために知識を十分習ったけれども、「9
つの山」を通らなかったシャマンを“バーライ・ボー”と言う。シャマンのＨ氏が「私は
儀礼を行い、病気を治療してきたが、9 つの山を通らなかったバーラ・ボーだ」と語った。
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この女性シャマンは先輩シャマンに弟子入りしたが、9 つの山を通らなかったので、自分
の資格は不十分であると考えている。若いときに周辺の住民から“バーラ・ボー”と言わ
れていたが、今はただ“ボー”と呼ばれているという。また、胡日楽沙・白翠英によると、
「非世襲型シャマンを“バーライ・ボー”という」［胡日楽沙・白翠英 1998：407］。と述
べているが、この呼び方はホルチン地方にも地域性があると考えられる。一人前のシャマ
ンになるため、先輩シャマンに弟子入りしなくてもシャマンを“バーライ・ボー”或いは
“バーラ・ボー”と言わなくなっている。人々の関心はより現実的になっている、つまり
シャマンの治療の効用と予言が当たっているかどうかにより関心を傾けているのである。
現在、ホルチン地方では、自分が積極的に弟子を受け入れて、熱心に教えている老シャマ
ンが少なくない。これら老シャマンは民族的アイデンティティの担い手として、後代に伝
統的な世界観をなるべくそのまま伝え、しかも代々に継承していくことを願っている。弟
子入りしないでシャマンとして活動しているシャマンを老シャマンが批判の目で見ている
のはこのためである。経験を積んだ老シャマンの教えなしというのは、民族の精神世界に
精通できていないという心配があるからである。今年 64 歳（1942 年生まれ）の女性シャ
マンのＺ氏は 10 年の間に 50 人あまりの弟子を受け入れている。弟子入りする期間は、決
められていないが、一般的に一年から三年という。その後、「卒業」して、師匠から独立し
て一人前のシャマンとして活動する。筆者は卒業生徒の何人かと会っていろいろ話をした
が、シャマニズムの長く培われてきた信仰に関する知識と伝統文化に対する意識が相当高
いというイメージを受けた。 
 
（左側）弟子シャマンは師匠から病気治療のときに用いられる人形の作り方を習っている。
（右側）弟子入りしなかったヤス・ベラチ。患者の患部に酒を吹きかけるところである。 
 
３．先輩シャマンの教えが部分的に文字化されている現象 
弟子シャマンが先輩シャマンの教えを文字で記録する現象も現れている。モンゴルのシ
ャマニズムの特徴の一つはシャマニズムに関する神話伝説、神々の名前、さまざまな儀礼
のプロセス、祈祷文、呪文、タブー、踊り、神偶、精霊などに関わる内容はすべて口承で
伝えられ、日常生活の中での繰り返し実践することによって伝承されてきたことである。
昔は、ホルチン地方では文字化されたシャマニズムの経典といったものがあったと言われ
ているが今は見つかっていない。ホルチン地方の一番大きい都市である通遼市の芸術研究
所の研究者たちが、「1980 代の初期からホルチン地方のシャマンが病気治療儀礼に当たっ
て踊られる踊りを研究しようとシャマンに対して調査を行なったが、調査している途中、
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シャマンの唱えている豊かな祈祷文に惹かれて、ずっと口承でシャマンの中でしか伝えら
れてこなかった祈祷文を何万行も記録したのである」［呼日楽沙・白翠英 1986：257］。昔
は、シャマンになるため弟子入りしても、文字を読めないので、文字で記録しておくこと
は不可能だった。しかし、現在は、先輩シャマンの教えを丁寧に文字で記録している新シ
ャマンが少なくない。しかしながら、すべての弟子シャマンが師匠の教えを記録できると
は限らない。筆者が調査した 30 代の 2 人の弟子シャマンは文字を読めないので、師匠の教
えを頭に覚えている。ある 40 代の女性弟子は師匠の教えを丁寧に記録して、シャマニズム
の伝統を継承することで伝統文化を社会でそのまま展開しようと努めている。 
 また、筆者が父親と一緒に女性のシャマンのＺ氏をインタビューしにその家を訪ねた。
目的を説明して許可を得、父親がテープレコーダを出して録音しようとしたが、シャマン
のＺ氏に強く拒否された。理由を聞くと「あなたたちは録音して後で私の言った内容をま
ねして依頼者から金を騙し取ろうとしているだろう。それは決してうまくいかないよ。守
護霊の罰を受けて死んでしまうよ」と怒鳴られた。この言葉にびっくりして、単なる調査
だけであることを何度も何度も説明した結果、やっと録音することが許可された。そして、
インタビューを終わった後、Ｚ氏にさっきの言葉を繰り返し言われ、注意された。なぜこ
んなに慎重な態度をとっているのかと聞くと、前に、ある 40 代の男性がシャマンである
Ｚ氏の弟子と偽って、依頼者を騙していたことが告発され、社会の批判を受けたことを挙
げてくれた。それ以来、この女性シャマンは非常に慎重な態度をとっている。これは、民
衆のなかでシャマンとしての自分の名望を保つためで、さらにシャマンに対する誤解が起
こることを防止するためである。これも、ホルチン地方のシャマンの共通点である。シャ
マンとしての本当の価値を社会に知らせ、名声を保ちたいという動機である。 
 
４．伝統医療技術の公開と現代医学との結びつき 
ホルチン地方では、ヤス・ベラチと呼ばれる骨接ぎを主としたシャマン、或いはシャマ
ン的治療者が国立病院に勤める、個人で病院を設け、治療を行う、コミュニティの中で伝
統的な形で治療を行うという 3 つの形で存在している。一方、治療技術の氏族内部での伝
承から外部へ伝承――先祖からの神秘的な治療技術は開放へと進み、科学と結びつくよう
になっている。ホルチン地方のシャマンの行う病気治療の中で、骨に関する治療を行なう
シャマン、つまりヤス・ベラチの治療活動と影響力は昔から非常に重要な位置を占めてき
た。それに変容の姿が見られている。 
ホルチン地方では、骨の治療を専門としたシャマンが年をとるとその治療技術を自分の
子供の中から誰かに教え始める場合がある。また、亡くなった後子供の中から誰かに夢や
直接に感じさせる形で治療能力を伝えてきた。シャマンは自分が生きている間に子供にそ
の神秘的な能力を教えた後子供に治療能力を譲ったと言い、逆に治療を行わなくなる場合
もある。ここで、言っている“治療能力を譲った”というのは、先祖シャマンから受けた
力、つまり自分の身体に憑いていた超自然の神秘的な治療技術を自分に残すことなく全部
子供に移せたということになり、子供によって機能させるとのことである。この意味で、
シャマンが自分の治療能力を失うということになる。これもホルチン地方のシャマンの技
術を伝承するもう一つの形式だと言えよう。これに対して、シャマンが神秘的な治療能力
を子供に教えた後、子供と一緒に治療を行う場合もある。この場合では、シャマンが先祖
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から受けた超自然の神秘的な治療能力を子供に全部譲ることなく、その能力の一部を分け
与えたということになる。 
ホルチン地方では骨に関する治療で一番有名な氏族は疑いもなく、ナラン・アバイ（1790
～1875）を有名な伝人としたボルジヒン氏族である。上に述べたように、ナラン・アバイ
は、治療技術を外部の人に伝えることを非常に固く拒否したのである。ナラン・アバイは
先祖から伝わってきた「祖伝秘方を外部に伝えない」という家族の鉄則を固く守った。家
系によるとＪ氏の曾祖母のナラン・アバイの氏族の鉄則とは、「①治療する技法を氏族の
中にしか伝えない、つまり、外に伝えないで、②本当の技法を身につけるため修業をする。
③人々を助けるシャマンとして、牛乳のような白くて清らかな心をもたなければならない」
［包金山・巴根那・武隋文 2000：10］。である。 
ナラン・アバイは生涯に一人の弟子しか受け入れなかった。それは息子の包ダルマ（1835
～1909）である。包ダルマは 18 歳で独立して骨の治療を行い始めて、遠近に有名な治療者
になった。包ダルマに 3 人の息子がいて、長男は包マニで、父親の包ダルマに弟子入りし
て、3 年間治療技術を習った後、ふるさとの周辺で治療を行っていたが、先祖からの「祖
伝秘方を外部の人に伝えない」という鉄則を破り、この神秘的な治療技術に非常に興味を
持っていた他人のＶ氏に教える。そのため、父の包ダルマの怒りを買い、治療を行うこと
を禁止される。包ダルマの次男の包マシャは 16 歳から父親の包ダルマの指導のもとで治療
を行い始めて、草原の人々から「神秘的な親子」と褒め称えられた。包マシャは人民解放
戦争（５）に参加して、負傷した解放軍兵士に治療を行っていた。その治療能力はあまりに
も良いのでホルチン・ジェグン・ガロン・ホイト・ホショー人民政府から 1953 年に「著名
なモンゴル医学接骨師」という賞を与えられた。包マシャは生涯に親族から 13 人を弟子と
して受け入れた。その中に上にあげた治療者である息子のＪ氏がいる。包ダルマの三番目
の息子は包ベンドで、父親の包ダルマに弟子入りして治療技術を身につける。その上に自
分も針灸などの医学知識を勉強して、有名な治療者になった。胡日査巴特爾・烏吉木によ
れば「接骨する治療技術は一つの氏族のなかに秘伝によって代々伝えられてきた。また兄
弟のうち二人か三人は同時に骨の治療を行うことを禁忌として扱われ、もし、兄弟が同時
に骨の治療を行うとその兄が被害に遭うか死ぬ」（６）［胡日査巴特爾・烏吉木 1991：352］
と述べているが、上に述べたナラン・アバイの三人の孫は同時に骨の治療を行っている。
これは一つの変化である。Ｑ氏の事例から見ると、弟より遅れて骨に関する治療を行い始
めたが、今のところでは弟より遥かに人気を集めている。 
包マニを除くと、ナラン・アバイの孫の代まではこの先祖の神秘的な技術を外に伝えな
いという規則は鉄則として守られてきたが、その曾孫のＪ氏の時代になった今、Ｊ氏が政
府の許可で政府から運営している接骨医院を設立しただけではなく、その技術を外部の人
にも教えてあげた。今のホルチン・ジェグン・ガロン・ホイト・ホショー（科爾沁左冀後
旗）の接骨病院にシャマンの家柄出身の医者は５人いるが、それ以外の接骨医者は医科大
学の骨科学を学んだ人たちである。その医者たちは、科学的な治療技術を持つ一方、治療
者のＪ氏のもとに弟子入りして、その祖伝の神秘的な治療技術をも習う。弟子入りしてど
こから習い始めるかについて質問したところ、Ｊ氏の甥であり、党病院のヤス・ベラチで
あった L 氏の末っ子で当病院に医者として務めている TO 氏が次のように答えた。たとえ
ば今日弟子入りを始めたとしたら、先輩医師（Ｊ氏、L 氏など祖伝の神秘的な治療技術者）
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のもとで、医師が実際に治療を行なっていることを見て覚える一方、本人にも実際に操作
させる。そのときどういう場合にどのように治療を行なうについて教えてもらう。何か教
科書とかがあるのかと質問したところ、TO 医師が笑いながら「教科書といったものはな
いよ。完全に見て習い、手で教えている」と語った。シャマン的な治療技術を身につけた
後、治療を行うときにヤス・ベラチのＪ氏の治療方法と同じ方法が用いられている、つま
り患部に酒を吹きかけることから始まる。これは、医科大学で、骨科学を学んだ医者には
考えられないことである。この接骨病院に務めている医学大学の骨科学を卒業した医師が、
祖伝の神秘的な治療技術を本当に身につけることができるかどうかについて質問したとこ
ろ、TO 氏は次のように語ってくれた。「この病院の特徴は祖伝の神秘的な治療技術で骨に
関する治療を行っていることである。一番重要なのは患者が医者の治療効果について信じ
ているかどうかがポイントになっている。医者の治療能力を信じないと効果が出ないか遅
い。治療時に使われる道具とは、酒と両手である。医科大学の骨科学を卒業した医師も酒
と両手で治療を行なっているので、効用が同じだと考えられる」と語った。筆者が「そう
すると、大学で理論として習った骨に関する知識がどこに役に立つのか」と質問したとこ
ろ、TO 氏が笑いながら「実際の治療の中に役に立つ。理論的に習った医学と合わせて治
療を行っている。一方では、国立病院ということで、医師が国家に雇われているので、職
位を定められるときに使われる。たとえば、私は母（L 氏）から三年間祖伝の神秘的な治
療技術を習っても国家に認められる大学卒業証を持っていなかったので、職位を与えられ
なかった。母から習った治療技術が当病院では、医師として勤める資格を得るが、職位は
得られない。職位は国家から学位のレベルによって与えられるものである。そのため、わ
たしも三年間ボゴト（内モンゴルの第二の大都市の名前。中国語で包頭と書いている）医
科学院大学（包頭医科学院大学）の通信教育を受けた。そして医師の職位を与えられた」
と語った。TO 氏の話によると、患者への治療に当たっては、この病院にレントゲンの機
械はあるが、レントゲンを撮らなくても治療をできる。しかし、国立病院として、しかも
骨の治療を専門とした医療機関としてレントゲン機械は基本的な設備として整えられてあ
る。患者がもしほかの病院に行けば、必ず手術を受けないと治らないのに、当病院では手
術をしないで治せる。医師たちは手術をする技術をもっているが、手術することは当病院
の医者にとっては必要ではない、つまり手術しなくて治せるということである。患者も当
病院の手術をしないで治せる治療技術に好んで来院している。もし、手術をするとしたら
患者は治療を受けなくなり帰ってしまうという。骨の治療を行うとき使われる酒の神秘的
な力について、TO 氏が、「治療を行うときに酒を患部に吹きかけるから、ヤス・ベラチが
治療技術を弟子に伝えるとき、まず酒を吹きかけることから教え始める。酒を吹きかける
ことで、痛みと腫れが取り除かれる。薬を飲んでも効用が出ないが、酒を吹きかけること
で効用が出る。モンゴル人の患者は酒を吹きかけることの効用性を信じており、酒に超自
然の霊的な力が入っていることに頼っている。酒を患者の骨まで吹きかけることで、効用
が出る。普通の人はどのように吹きかけても効果がない。一日には、二回回診を行うが、
回診が始まるとわれらは酒を持って病室へ向かうよ」と誇りにあふれた表情で語ってくれ
た。 
ホルチン・ジェグン・ガロン・ホイト・ホショー接骨病院は社会での人気度が非常に高
い。当病院のあるガンジガ（中国語で甘旗卡と書く）という小さな町がすでに接骨の有名
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な町になった。中国の東北部（７）を走っている汽車のなかでガンジガと言うと人々がすぐ
「それは接骨で有名な町だ」と思いつくようになっている。小さな町のガンジガは接骨の
シンボル的な町になっている。迷信的なイメージをうけやすい「祖伝」という言葉の代わ
りに「伝統的治療技術」という言葉を使われている。このようにホルチン地方のヤス・ベ
ラチの祖伝の神秘的な治療技術が氏族以外へと拡大化して、狭い範囲から大衆化へと広が
っている。ヤス・ベラチたちも現代医学技術を習い、医科大学の出身医師もシャマンから
伝統的な治療技術を学び、伝統的な治療技術を中心に治療を行うなかで両者がうまく結び
付けられている。 
国立病院で勤めているヤス・ベラチが骨に関する治療だけを行なって専門化しているこ
とに対して、個人で病院設立をして行う治療、またコミュニティの中で伝統的な形で治療
を行っているヤス・ベラチの方は総合的な機能を果たしている。たとえば、整骨・接骨は
中心で、これ以外に、占いを行ったり、憑き物を払ったり、祭りの祭司者になったりして
いる。一方では、国立病院に勤めているヤス・ベラチにしても個人の病院を設立して総合
的な治療を行っているヤス・ベラチにしても、祖伝の神秘的な治療能力をもって職業化の
道へと辿られている。 
シャマニズムの信仰の上に成り立ったこの神秘的な治療を受ける患者に対して、ヤス・
ベラチたちはその治療効能を信ずることを要求している。信じていれば治るのは早いとい
われている。また、「彼ら（８）が今日、
病気治療に当たっては、神をおろすこ
となく、時には口で普通の人に分から
ない話をしているが、優れた技術を持
ち、科学道理も含んでおり、非常に珍
しい民族医学遺産である」［白翠英 
1986：29］。と述べているように、今現
在では、ホルチン地方のヤス・ベラチ
たちは、骨の治療に当たっては、儀礼
を行い、祈祷文を唱えて守護霊を招き
呼ぶということなく、直接の治療を行
っているが、先祖の聖なる力の下で治
療を行っていると認められている。（写真は回診を行うところの TO 氏。机においてあるの
は回診の際に使われる酒。窓のところにおいてあるのは別の治療者に使われた酒） 
 
５．仏教とシャマニズムの新しい「習合」現象 
1980 年代の後半から国家の宗教政策を貫徹して実行する一環として、ホルチン地方では
寺を復建する動きが始まった。寺の復建に関する費用は主に政府の出資によって行なわれ
ているが、個人で出資して寺を建てている現象もしばしばある。その中で、ホルチン地方
の通遼市の吉祥秘承天楽寺園と赤峰市のアル・ホルチン・ホショー（阿魯科爾深沁旗）の
欽定戴恩寺院に「無量寿塔」を建てたＴ氏とＱ氏は伝統的治療者である。吉祥秘承天楽寺
園の建てられた場所は従来通遼市の一番大きい公園のシラムロン公園であった。Ｔ氏は 8
年をかけて「吉祥秘承天楽寺園」を建てたのである。この寺の規模は内モンゴルの東北地
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方では一番大きい。Ｔ氏はまた、2 年かけて 2004 年に、旧満州時代に日本人によって建て
られた “チンギスインスム” 「成吉思汗霊廟」（９）の隣に旧王爺廟（仏教の寺院）を復建
した。今、この吉祥秘承天楽寺園と王爺廟が東モンゴルの名所になり、多くの人々が訪れ
ている。これ以外、ヤス・ベラチのＱ氏が 2003 年に個人で投資して内モンゴルの赤峰市
のアル・ホルチン・ホショーにある欽定戴恩寺院に「無量寿塔」という塔を建てた。Ｑ氏
は無量寿塔を建てた動機について、「今、私は、先祖の守護
? ? ?
霊
??
の
?
恵み
????
の下で、病気の治療を
行ったり、占いをしたりしている。この超自然の神秘的な力のおかげで人気を集めている。
これに対して、私は非常に誇りに思っている。われわれにこのような伝統的な不思議な治
療能力がある。この不思議で素晴らしい伝統文化を後代としての私はさらに盛んにさせる
べきである。モンゴル人は信仰があるが、祈祷するのに共通の場所がない。寺の場合、誰
でも行って祈祷することができる。そのため自分なりの力を入れたかった」と語った。Ｑ
氏の話からみると、伝統文化を非常に大事にしている。一方では、寺を建てることは、祈
祷に行きたい人々に祈祷する場所を提供するためだと語っている。Ｑ氏は骨の治療を専門
としたヤス・ベラチでありながら敬虔な仏教徒でもある。自分の家で祭壇を設け仏像を祭
り、いつも線香をたき、新鮮な果物や菓子を供えている。月経中の患者や悪霊が憑いてい
る患者が入ってくるとまず、酒を吹きかけて清める。これはシャマニズムの信仰によるも
のである。Ｑ氏は「仏教を信じ、仏を祭るようになってから治療能力はもっと強くなり、
患者を治せるのが早くなりました。例えば、前にこなごなの骨折の治療は 21 日間かかって
いたが、仏教を信じ、仏を祭るようになってから、14 日間で治せるようになった。」と語
った。 
ここで、Ｑ氏は治療の演出において、仏の機能を強調している。しかし、煎本によると、
その論文の主人公である男性シャマンが「シャマニズムの演出において、ボルハン（burhn
［burhan］仏という意味―筆者注）の実質的な機能は認められない」［煎本 2003：429］。
と述べている。Ｑ氏が仏の機能を強調しているのは、シャマンでありながら、「熱心な」
仏教徒である自分に合理性を与えている。 
人々はいつもＴ氏の占いがよく当たると評判している。つまり、その預言を含めた占い
の効能に関心を引かれていることをうかがわせる。Ｔ氏の家柄はシャマンの家柄でありな
がらラマ僧の家柄でもある。その先祖の代では、仏教に順応して、氏族の寺まで持ってい
た。吉祥秘承天楽寺園という大規模な寺院を建てた最初の考えについて尋ねたところ、「伝
統的信仰はモンゴル人の精神の軸であるものの、統一した教義はない。また、シャマンの
行う儀礼も氏族性、地方性が強いため、多様で、統一していない。このような事実の下で、
人々の心を一致させるのは難しい。元始祖のフビライは仏教を国教にしたのもこれが一つ
の原因だろう。仏教は３つの宝（教義、仏、僧侶）があるので、人々の心を一致させる力
をもっている」と語った。吉祥秘承天楽寺園の果たしている機能について、「①ホルチン地
方にとって一つの観光地であり、②信者にとって祈りの場所である。③生きている間に国
と民族に貢献したいという願いを叶わせたことになり、④一つの文化として残せる」と語
った。Ｔ氏の気になっていることは、アイデンティティの再認識、再確認の問題である。
Ｔ氏は今の出世している自分のことについて、「先祖から偉大なる守護霊がいる。/先祖の
ときから金の仏を祭り始めた。/天（神）の加護の下で、/先祖の守護霊の加護の下で、/仏
?????????????????????????????????? 
 113
の加護の下で/地方の保護神の加護の下で、/幸運に恵まれて、/福と吉祥が増えた。」と唱え、
先祖の守護霊、天（神）、仏、地方の保護神を褒め称えた。これは、現代における伝統的治
療者の精神世界の一つの表れである。公的にはラマ僧にもかかわらず、祖霊、天、地方の
保護神を褒め称えていることから見るとこの根底にやはりシャマニズムの信仰が潜んでい
る。「仏をどう考えるのか」という私の質問に、Ｔ氏は「相手を自分の父と母のように思い、
尊敬し、相手を自分の親族のように愛し、実際の行動の中に実践していけばそれは仏その
ものである」と語った。 
モンゴル人のシャマニズムの信仰は多神教信仰である。16 世紀後半から仏教はモンゴル
全体に広がり始めたが、モンゴル人は仏教に帰依するとき、シャマニズムの信仰に基づい
て受け入れた。モンゴル人は仏教徒になったというものの、仏がモンゴル人にとっては、
元々信仰してきた多神界の中に加えられたということである。そして、今、伝統的治療者
が自ら寺を建てているのは、モンゴル人を仏教徒としてその信仰心を強めさせようという
ことではなく、固定した寺があることで、人々の心を一致させ、団結させようと努めてい
るのである。一方、もっと重要なのは、外部の人々から見れば、彼は信者に祈祷する場所
を提供するため、国家の宗教政策に従って、寺を建てたことである。Ｔ氏にせよＱ氏にせ
よ、アイデンティティの担い手としてきちんとその機能を果たすのに、社会でうまく生き
残ることが必要とされている。そして、その寺が可能性を提供している。仏教は、政府に
認められている宗教であり、寺での信者の祈祷は自由である。 
 16 世紀以降、支配者たちが仏教を強制的に広げたとき、シャマンが生き残るため、仏教
に順応した白いシャマンが誕生する。そして、シャマンが仏像を祭り、儀礼において、最
初に仏への祈りを行なうことから始まり、その次に従来の儀礼の手順で行なっている。伝
統信仰の概念が依然として、モンゴル人の精神世界に生きてきた。ホルチン地方のシャマ
ンに仏教の仏が憑いているとまだ聞いてはいない。これから見ると、仏教とシャマニズム
の習合というのは、徹底的だと言いがたい。当時、儀礼において、仏への祈りが、シャマ
ンにとって一つの生き残る方法であった。だが、今になると、シャマンが儀礼において、
最初に仏をほめたたえることから始めるのが、この形の習合をもって自分の存在を正当化
できない。仏教徒として、社会で自分の存在を正当化するため、自ら形として「機能」す
ることが必要とされている。 
 
６．葬儀の変容 
葬儀はその民族の生死観の体現である。そしてシャマンの葬儀にシャマニズムの信仰体
系の核である霊魂についての信仰が最も集中的に体現されている。ホルチン地方では、1980
年代までは、シャマンが亡くなる直前、或いは亡くなるとその遺体をばらばらに解体する。
この解体式をモンゴル語でハダホと言う。切るという意味である。そして再生を願ってそ
れを樹木の枝にかけておくか、あるいは木造の棺に入れて山や樹木にかけて置くのが一般
的だったと言われている。この儀式を“スルレホ”という。言わば風葬である。シャマン
と樹木の関係は、「一つは、シャマンに関わる精霊の居場所で、もう一つはシャマンの霊の
居場所である」［賀・宝音巴図 1990：82］。また、ホルチン地方では、一般的に、開放派
の白いシャマンと保守派の黒いシャマンという二つの派閥ができた後、仏教の習慣に従っ
て、亡くなった白いシャマンを土葬するようになった。黒いシャマンの場合、伝統の葬儀
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に従って、風葬式をとってきた。女性シャマンのＨ氏の白いシャマンであった義理の父親
が亡くなったとき遺体をそのまま山に置いたという。Ｈ氏の話によると、実は、義理の父
親が息を引き取る直前に体をばらばらにして風葬するよう願っていたが、そうしてくれる
勇気のある人が見つからなかったという。遺体をばらばらにして風葬する意味としては、
骨から再生するという思想と関わっている。「骨は狩猟民や遊牧民の精神的レベルでは、人
間にしても動物にしても、まさに生命の源泉である。自己を骸骨の状態にまで還元するこ
とは、太初の生命の胎内に再び入ること、すなわち完全な更新、神秘的な再生と等しいの
だ」［エリアーデ 1974：73］。ホルチン地方で、遺体がばらばらにされることで、亡くな
ったシャマンの霊、或いは亡くなったシャマンに憑いていた守護霊が再び子孫の体に憑き
（再生）、引き続き機能するとき、超自然の能力がもっとも強くなる。もし、シャマンを土
葬すると超自然の聖なる力が弱くなると信じられている。弱くなるというのは、後代シャ
マンが病気治療や占いなどを行うとき前代シャマンより能力が落ちるということである。
しかし、今になると、黒いシャマンにせよ、白いシャマンにせよ、ほとんど土葬するよう
になっている。そこにはいろいろな原因が考えられる。社会の面からいうと、社会が進ん
でおり、遺体を野外で風葬しておくのは、今の人々の考えでは野蛮で、非文明的である。
また、人口が増え、開発が進み、人の足が入らない場所が少なくなっている。開発されて
風葬の場所が変わる可能性が高いと考えられる。もう一方では、ホルチン地方では、漢民
族の影響により、モンゴルのほかの地方より一足早く氏族の墓を持つようになった。子孫
がシャマンであった祖先を氏族の墓場に土葬することを望むようになっている。 
 
７．シャマンの道具の変容 
ホルチン地方のシャマンは儀礼に使われる神服、神像、太鼓、銅鏡、冠などを、迷信と
された時代に捨てたり、焼いたり、隠したりした。現在のホルチン地方では、病気治療に
おいて、昔のしきたりに沿ってシャマンの服を着、道具を使うシャマンもいれば、使わな
いシャマンもいる。 
まず、神服から言うと、シャマンのＨ氏の話によると、昔は、シャマンの服を作るとき、
シャマンは自ら家を出て、100 家を回って、布切れを求める。そして、その 100 家からも
らってきた布切れをシャマンの服を作るとき必ず使う。それはシャマンの力を強めるため
とのこと。ホルチン地方ではシャマンが、シャマンの服を翼という、つまりシャマンがト
ランス状態に入って、脱魂して、天に昇るときに翼になってくれると信仰されている。有
名なヤス・ベラチＪ氏の話によると「昔、昼に骨の治療を行なうとき白い服を着、夜治療
を行なうとき赤や青色の服を着、その上に柄が入った服を着る」［胡日楽沙・白翠英 1998：
79］。しかし、今では、ホルチン地方のヤス・ベラチたちが骨に関する治療を行なうときに
シャマンの服を着なくなっている。これ以外、ほかのシャマンの中でも着なくなっている
者は少なくない。これも、ホルチン地方のシャマンの脱魂型から憑依型への変容の一つの
表れだと言えよう。アメリカの人類学者エリカ･ブ―ルギェヨンとエフェスキュが「社会の
複雑度が低く、ことに採集狩猟経済に基づく社会などでは、脱魂型シャマニズムが普通で、
社会が複雑になり、農業を営むようになると、憑霊型シャマニズムが盛んになる傾向があ
る」［大林 1991：140］と述べているように、農業化の道を歩んでいるホルチン地方では
この説の証明ではないかと考えられる。 
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病気治療において、精霊を招き呼び、神像に憑かせて、助けとして用いられていたオン
ゴッド（神像）を使わなくなったシャマンも現れている。その代わりに酒や特製の「薬」
のサイガなどが盛んに使われている。また、剣はと、ホルチン地方ではシャマンによって、
依頼者の体に乗り移った悪霊を追い払うとき使われていた。「この剣をもって、悪霊に憑か
れた患者を剣で傷痕が残るぐらい刺して悪霊を追い払っていた。傷痕が残せるのは、悪霊
が再び患者の体に乗り移ろうとしたとき、この傷痕を見ると怖がって乗り移らないで逃げ
てしまうと信じているからである」［尼瑪 1999：225］。一方、「シャマンは悪霊を追い払
った後、剣で自分の体を刺して血がついた剣を火に通して部屋中に臭わせる。そして、そ
の火（１０）を外に出して埋める。こうすることで、患者の変わりに悪霊を祭っているとされ
ている」［胡日楽沙・白翠英 1998：432］。しかし、今現在のホルチン地方ではこのような
剣をもって患者に治療を行なうシャマンが少なくなっている。女性シャマンのＺ氏から言
うと、シャマンであった父親の時は神服、神像、剣などが必須品として使われていたが、
Ｚ氏は今それらの道具を使わないという。治療において、脱魂を行わない。先祖シャマン
の霊が必要の場合いつも耳の近くで指示を与えていると言う。 
 
?新しく作られたエレン・デール     ?二人のシャマンが着ているのは前代シャマン
（シャマンの服）             から伝われてきたエレン・デール）?
 
昔はシャマンにとっては欠かせなかった道具が使われなくなっている一方、道具が新し
く作られている現象が現れている。たとえば、煎本孝の論文の主人公であるシャマンの S
氏が冠は「呼和浩特市（フフホト）に行ったときに武装警察の者に作ってもらったもので
ある」［煎本 2003：363］と述べている。なぜ武装警察に作ってもらったのかは興味深い
ことである。それは別として、このことがホルチン地方のシャマンの中に道具が新しく作
られている現象を証明している。現地調査で、老シャマンが迷信とされたときなくした神
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像を新しく作って儀礼のときに使っている現象にもよく会っている。また、前代のシャマ
ンが道具を失くしたので、新米シャマンが引き続き機能し始めるとき、道具を新しく作っ
て使っている。ある 30 代の若いシャマンが、一人前のシャマンとして活動し始めるとき、
シャマンの服を親戚に頼んで作ってもらった。筆者はこの新米シャマンから「シャマンの
服を新しく作るとき 100 家から布切れを求めましたか」とたずねたところ、「いいえ、その
習俗は知っているが、そうするのはちょっと面倒くさいと思った」と語った。 
 
Ⅱ ホルチン地方のシャマニズムの変容の意味 
現代社会の中に生きているホルチン地方のシャマンにとって、自分の存在する価値をど
のように生かすのかと言うことは一番大きな課題である。そこで、シャマンたちはいくつ
の方法を取り入れている。 
まずホルチン地方のシャマンは自分たちのもっている祖伝の神秘的な治療技術の氏族
性、つまり内部にしか伝えなかった鉄則を破り、世俗、公開への道を捗ったのである。こ
こで、骨の治療を専門としたシャマン、つまりヤス・ベラチは非常に大きな役割を果たし
たのである。ヤス・ベラチの治療技術が民間信仰に対して非常に敏感な政府に認められ、
ヤス・ベラチが祖伝の神秘な治療技術を持って国立病院に身をおくことができた。しかし、
単なるシャマンの家柄出身者として国立病院で治療を行うということは、科学技術を基本
としている国の主張と異なる流派になる。そこで、この伝統技術の存在する価値と合理性
を高めさせるため、現代医学と結びつく道を捗ったのである。シャマンの家柄出身者のヤ
ス・ベラチは、現代的科学医療技術を身につけて、実際の治療の中に伝統と科学を合わせ
て治療を行うようになっている。一方では、伝統治療技術と現代医学の結びつきの中で、
伝統治療技術が決定的な役割を果たしている。依頼者たちが重んじているのは伝統治療技
術の優れた治療効果である。モンゴル人の患者はシャマニズムの信仰体系の信者として、
骨の治療を専門としたシャマンの間に信仰上では一致した観念の上に成り立っている。一
方、今のところ、この治療技術は民族内部の信仰範囲を超えて、ほかの民族の患者をも受
け入れている。そこでは患者と治療者の間に信仰上の観念的一致があるとは言えない。 
一方、昔から氏族の内部でしか伝えなかった精霊の力によるとされる神秘的な技術を他
人に伝え、世俗化へ進んだ。 
次に、社会で有名なシャマンの活動は非常に幅広い。依頼者の層から言うと、一般の人々
から、役人、官僚、さらに海外の資本家までいる。このような状況の下で、シャマンは単
なるシャマンとして活動するには、どうしても限界がある。自分の持っている神秘な治療
技術を生かしたい、自分の役割を果たしたいという強い願望にひかれて自分の存在に新し
い空間を探すという問題に直面する。そして、仏教とシャマニズムの新しい「習合」現象
が誕生したのである。この仏教とシャマニズムの新しい「習合」は 16 世紀後半からモンゴ
ルに取り巻いた強制的な仏教へ順応させるという嵐を条件とした「習合」ではない。仏教
とシャマニズムの新しい「習合」というのは、シャマンがシャマンでありながら資金を集
めて、寺を建てるなど公益的な事業を執り行い、自らラマ僧として活動していることを言
っている。慈善事業に取り組んでいるラマ僧に過ぎないが、一方では、この「ラマ僧」 が
民族のアイデンティティの担い手として、大民族と少数民族という峡間の中で、伝統文化
を大事にした民族の内部の精神的な統一を願い、凝集力を強めようと求めている。 
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 そして、シャマンになるために行われていた資格の認定試験、つまり神格の強弱を決め
る試験の「９つの山」を通る儀礼が行われないようになっている。そのため、ホルチン地
方のシャマンの神格については、シャマンの伝統的な病気治療能力、占いの当たる確率な
どによって評価されるようになっている。一方、農業化が進んでいるホルチン地方では、
昔から家畜の保護神として信仰されてきたジヤーチとボームルは単なる家畜の保護神だけ
ではなく、それに豊作の願いをかけている。つまり専門的功能の神から総合的功能の神と
して信仰されるようになっている。 
また、シャマンにとってなくてはならなかった神像、シャマン服を新しく作っている一
方、シャマンによって、神像と衣服が使われなくなっている現象もある。神像とシャマン
服は超自然の精霊的力が入っている神服として、シャマンの病気治療儀礼にシャマンの助
けとして、非常に大きな役割を果たしていたと言われている。また、この神像とシャマン
服に超自然の霊的力が入っていると言われ、神秘性を持っていた。これは、シャマンが依
頼者の関心を引く重要な手段になっていたが、今になってくるとシャマンによって、あま
り重んじないシャマンも現れている。それによって、シャマンの治療効果と依頼者の反応
はどうなっているのかというと、超自然の精霊の力が入ったサイガという特製の「薬」が
盛んに使われている。もちろん、このサイガは昔からシャマンの病気治療に使われてきた
のである。また、シャマンのヤス・ベラチによれば、今ではシャマン服と神像は完全に使
われなくなっている。しかし、人々はシャマンの道具よりその治療効能を求めている。シ
ャマンそのものの存在がシャマニズムの信仰の中核である霊的信仰の集中的な体現なので、
その中に精霊の信仰が横たわっている。依頼者はシャマンが超自然の霊的存在の力を持っ
ている点に注目して、治療の効能を重視している。 
一方、新米シャマンは、神像とシャマン服を新しく作って儀礼に用いている。新米シャ
マンは自分の存在をアピールしている。また、伝統的文化としての価値を生かそうとして
いる。  
 
むすび 
鍾敬文は、「民俗文化は一種の伝承文化である、もしそれが民衆の現実的な生活に厳密
なつながりを持たないと民衆によって淘汰される。民俗文化についての研究は現代性から
離れると、同じくその存在する価値を失ってしまう」［鍾敬文 1996：30］と論じている。
ホルチン地方のシャマニズムは、昔から現在でも超自然の霊的存在に対する信仰を中心と
している。一方では、時代の進歩につれて、人々はあらゆる現象を超自然の力、つまり霊
的な存在から原因を探ることがなくなっているが、精霊に対する信仰が人々の日常生活か
ら離れたことはない。精霊に対する信仰が、人々の心理上では崇拝、畏怖、依頼などの形
で表されている。これが、人々の行動に何らかの形で影響しているのである。日常生活に
おける禁忌が一番よい証明だと言えよう。そして、シャマンは、この信仰体系の現実の世
界での具体的な実践者として、シャマニズムの信仰に強く生命力を与えてきたのである。
「シャマンと依頼者の関係を構成する基盤としては、霊魂、精霊、他界に関する観念であ
り、それら超自然的存在と人間の総合関係の意識である」［佐々木 1983：175］。現代のホ
ルチン地方で、シャマンの病気治療と儀礼はシャマニズムの世界観、つまり精霊に関する
信仰が全体を貫いている。信仰は時代とともに生きている伝統文化なので、復興の姿の中
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に、時代の特徴が反映されている。すなわち、いくつかの変容の姿が見られる。シャマン
の重要な役割は治療者である。復興現象におけるホルチン地方のシャマニズムの一つの重
要な内容は伝統的治療の復興である。精霊の力から由来されるこの伝統治療技術を現代に
どのようにその価値を生かせるかというのが大きな課題となったのである。筆者の調査し
た限り、シャマンたちが民族の伝統文化、すなわち、シャマニズムの信仰体系に対して非
常に誇りに思い、先祖の霊の力、つまり神秘的な治療能力と、自分はシャマンとしてその
能力を現実に生かしている役目についても非常に誇りに思っていることが窺われる。それ
こそ、彼らが民族の歴史や先祖シャマンの業績について話すときは非常に興奮した口ぶり
であった。 
シャマンはシャマニズムの信仰体系の一番有力な実践者として、民族の伝統文化を非常
に大事にしている。儀礼の復興はその証明である。近年、盛んに行われている天への祭り
に、シャマンは祭司者としての機能を果たしている。また、老シャマンに積極的に弟子入
りして、伝統文化を永遠に継続させようと全力をあげている。伝統的民俗習慣をそのまま
に残そうと努めている。つまり、民族のアイデンティティの担い手として機能しているの
である。人々はシャマンの超自然の能力を信じて、治療効果を重視している。信仰者と依
頼者がいないとシャマンは存在する価値がない。シャマンは民族全体の上に成り立ってい
る。今では、シャマンたちが依然として生き残る空間を探して、自分の存在する価値を生
かそうと努力している。この価値は民族の内部にとっては、伝統文化の保持と継続であり、
外部では、超自然の治療能力の有効性を幅広く伝えることである。 
 シャマニズムの信仰は、民衆の中に堅くて深い信仰基盤がある。この信仰体系が、精霊
の信仰を中心とした、功利性、神秘性を持っている。シャマンは自分の持っている価値を
生かすために、まず、うまく生き残るという課題に直面する。そこで、シャマンが精霊の
世界と直接に交流する中で、民衆のさまざまな要求に応えることで、精霊の世界と依頼者
を助けるという基本の微妙な均衡が新しい装いをもって再構築されている。 
 
（さらんごわ 社会文化科学研究科博士後期課程） 
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注 
（１） ヤスとは骨の意味で、にぎるという意味のベリホという語から派生されたベラチとは接ぎ師という意味である。合
わせると、骨接ぎ師という意味である。ベラチをホルチン地方ではベルッチともいう。 
 
（２） ホルチン地方では、草を足で押して切る用具。 
（３） 「招商引資」というのは、1979 年に中国は改革開放政策を打ち出して以来、地元に国内外の商人や財団、法
人などを招き、投資させることで地方の経済を活発にさせることを言っている。 
（４） ホショーとは中国語で旗と書き、行政単位の県にあたる。 
（５） 「人民解放戦争」とは、1946 年～1949 年の間に、中国共産党と国民党の間に行われた戦争をさしている。 
（６） ここで、強調しておきたいのは、昔から兄弟のなかの二人か三人がシャマンとして活躍することはあ
ったが（たとえば、この前に出てきたホルチン地方のシャマンの元祖とされるホブグタイ・シャーマンと
その妹のシララジシャーマン）、ここでは、骨に関する治療に限って言っている。 
（７）ここで、黒龍江、吉林、遼寧省と内モンゴルのホルチン地方を含めた地方をいう。  
（８） ここで、ヤス・ベラチのことを言っている。 
（９） 「チンギスインスム」（成吉思汗霊廟）というのは、現在の内モンゴルのヒンガン（hinggaan［hinggaan］）アイマ
グのオランホト市（興安盟の烏蘭浩特市）に 1930 年代に日本軍によって計画され、1944 年に完成したも
のである。［原山 1995：87~88『モンゴルの神話・伝説』］。 
（１０）火というとホルチン地方では、冬の場合、部屋を暖めるため鉄炉をつける。ここで言っているのはそ
の中の火。石炭、木の枝、玉蜀黍の棒（中国語で玉米棒子という）、牛の糞などが火のもとになっている。 
 
